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第1  点検・評価制度の概要 

 

１．事務の点検・評価の考え方 

 
南部町教育委員会では、学校教育、生涯学習、文化、スポーツ・レクリエーションなどの

分野で様々な施策に取り組んでいますが、これらの施策を充実させる上で各施策の進捗状況

や町民の皆様及び関係各位の意見を踏まえることは非常に重要なことです。また政策効果を

把握し、必要性、効率性等の観点から自ら評価を行い、その結果を公表することは、住民に

対する説明責任を果たす上で重要なことです。 
このようなことから「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、自らの権限

に属する事務の管理及び執行について、点検評価を行い、その結果に関する報告書を作成し

議会に提出するとともに、町民に公表する取り組みを平成 20 年度から実施しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．事務の点検・評価の方法 

  令和２年度に南部町教育委員会並びに教育委員会各課において執行された事務事業に

ついて、教育委員会内部で点検評価する。 

 

３．事務の分類と評価 

  教育委員会所掌の事務事業を次のとおり３分類する。 

Ｉ 「教育委員会の活動」 

Ⅱ 「教育委員会が管理執行する事務」 

Ⅲ 「教育委員会各課の執行する事務事業」 

 

◇  達成度の評価 

「Ⅲ 教育委員会各課の執行する事務事業」について、達成度を５段階で評価する。 

 

   ５ 極めて満足である （順調に達成している） 

   ４ 満足である    （概ね順調に達成している） 

   ３ 普通             （達成見込みだが若干課題がある） 

   ２ 不満足である   （順調でない） 

   １ 極めて不満足である（達成しなかった）  

 ― 評価しがたいもの 

【参考】 
「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（抄） 
 

（教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価等） 

第 26 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務「 前条第一項の規定により教育

長に委任された事務その他教育長権限に属する事務 （同条第三項の規定により事務局

職員等に委任された事務を含む。）を含む。｣ の管理及び執行状況について点検及び評

価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表

しなければならない。 
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第２  事務事業ごとの点検・評価 

Ⅰ 教育委員会の活動 

１．教育委員の構成 

南部町教育委員（ 2020年 5 月 1 日～ 2021 年 3 月 31 日） 

 職  名 氏  名 任   期 備    考 

教 育 長 芦澤 和彦 
2018年 4月 1日 

～2021年 3 月 31日 

教育長就任 

2018 年 4月 1日 

教 育 長 

職務代理者 
河内 留美 

2018年 4月 1日 

～2021年 4 月 30日 

教育長職務代理者就任 

2020年 5月 1日 

委   員 佐野 保仁 
2018年 5月 10 日 

～2022年 5 月 9日 
 

〃 入月 一巳 
2019年 5月 10 日 

～2023年 5 月 9日 
 

〃 山本 純司 
2020年 5月 1日 

～2024年 4 月 30日 
 

 

２．教育委員会の活動状況  

（1）委員会議の開催状況  

南部町教育委員会の会議は原則として公開する。また毎月１回の定例会のほか，必要

に応じ臨時会を開催する。  
この会議において、５名の教育委員（教育長１名を含む。）が教育行政の運営の基本

方針や教育委員会の規則等の制定改廃など、会議において議決を要する事項について審

議・決定を行うとともに、重要事項について事務局から報告を受けている。  
令和２年度の教育委員会会議の開催状況は次のとおりである。 

会    議 開催日 議案 協議・報告 その他 
令和 2年 定例会 第 4 回  4 月 7日 3 2 1 

臨時会 第 1 回  4 月 30日 0 1 0 

     定例会 第 5 回  5 月 13日 4 2 2 

〃  第 6 回 6 月 18日 2 3 1 

〃  第 7 回  7 月 14日 3 1 2 

臨時会 第 2 回  7 月 27日 1 0 0 

     定例会 第 8 回 8 月 28日 3 0 2 

〃  第 9 回 9 月 18日 1 0 1 

〃   第 10回 10 月 27日 0 2 3 

〃   第 11回 11 月 24日 5 1 1 

 〃   第 12回 12 月 21日 1 1 1 

令和 3年   〃  第 1 回  1 月 13日 2 0 1 

      〃  第 2 回  2 月 17日 1 3 2 

      〃  第 3 回  3 月 11日 6 2 3 

合     計 32 件 18 件 20 件 
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（2）その他の活動状況  

教育委員は、教育委員会の会議への出席以外に、各会議、関係行事等へ出席している。

なお、平成２７年度より地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づき、南

部町総合教育会議が設置され、令和２年度は３回の会議が開催された。その他主な活動

は次のとおりである。  
・山梨県町村教育長会  ・山梨県教育委員会連合会 
・峡南地区教育委員会連合会 ・峡南地域教育推進連絡協議会 
・富沢小学校開校式 
・各小中学校入学式 ・卒業式  
・各小学校運動会 ・中学校学園祭   
・学校訪問 ・成人式典  
・その他各種イベント事業への出席 

 
 

Ⅱ 教育委員会が管理執行する事務 
    教育委員会が管理執行する事務は南部町教育委員会事務委任規則に規定されている。

令和２年度に管理執行した事務については下記のとおりである。 

 

 （1）教育委員会規則及びその他の重要な規定の制定及び廃案すること。 

   規則の制定・改正・廃止 

    南部町学校施設の開放に関する条例施行規則の一部改正 
    南部町立小・中学校の修学旅行、遠足その他の校外行事の基準に要する規則の一部

改正 
    南部町教育委員会事務局組織規則の一部改正 
 
   要綱・規程の制定・改正・廃止 

    南部町県外スポーツ大会等出場費補助金交付要綱の一部改正 
    南部町体育協会事業費補助金交付要綱の一部改正 
    南部町美術館運営審議会設置要綱の一部改正 
    南部町教育委員会公印規程の一部改正 
 

（2）教育予算その他の議会の議決を経るべき議案の原案を決定すること。 

  条例の改正 

南部町学校施設の開放に関する条例の一部改正 

   予算 

令和２年度６月補正予算、令和２年度９月補正予算、令和２年度１２月補正予算 
令和２年度３月補正予算、令和３年度当初予算 

  
（3）教育委員会の所管する各種委員会の委員の任命及び委嘱に関すること。 

学校給食共同調理場運営委員会 委員１５名 

学校運営協議会 委員３１名 

社会教育委員協議会並びに公民館運営審議会 委員１４名 

スポーツ推進審議会 委員７名 

    美術館運営審議会 委員６名 

    文化財保護審議会 委員５名 
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Ⅲ  各課の事務の点検及び評価の結果 

１．学校教育環境の充実  (学校教育課) 

（１）学校教育施設・環境の整備 

① 学校施設環境整備事業 

＊ 事業概要 

・小中学校に学校図書の整備を行った。 
 

＊ 成 果 [ 評価 ４ ] 

   [小中学校施設の学校図書の整備]  
   ・睦合小学校  ８３８，６７３円 (図書５１４冊 ＣＤ２枚 ＤＶＤ１０枚) 

  ・栄小学校   ６７９，５７４円 （図書３８２冊 ＣＤ０枚 ＤＶＤ ８枚) 

  ・富沢小学校  ７７６，１４５円 (図書４３５冊 ＣＤ２枚 ＤＶＤ ３枚) 

  ・南部中学校  ８９４，５２８円 (図書４５１冊 ＣＤ０枚 ＤＶＤ ５枚) 

 

＊ 課 題 

学校図書の購入については、限られた予算の中で計画的に進める必要がある。 
   

② 地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業（スクールガードリーダー） 

＊ 事業概要 

子どもたちが安心して教育を受けられるよう、家庭や地域の関係機関・団体と連携

しながら、学校の安全管理に関する取り組みを実施することを目的とする。 
本町では、平成１７年より１名のスクールガードリーダーを委嘱し、小学校３校に

対して登下校の際の子どもへの指導、見守り隊への指導、通学路の安全確認等を実施

している。スクールガードリーダーは、主として学校周辺を登校時間帯及び下校時間

帯にそれぞれ２時間程度、３小学校を曜日変わりで巡回している。 
・スクールガードリーダー報償費 １３０，６５０円 

 
＊ 成 果 [ 評価 ４ ] 

   事業を開始してからは特に問題等は起きておらず、交通事故防止、犯罪抑止など事業

効果は大きい。また地域や保護者と連携し登下校における安全確保の取り組みが進んで

いる。 
. 

＊ 課 題 

今後も子どもたちの安全確保のため事業を継続していくが、小学校の見守り地域が広

範囲に及ぶため各校の見守りボランティアと連携するとともに、通学路付近の住民に

「ながらパトロール」の依頼をするなど、全町的に効率的な見守りを行うことに努める。 
 

③ 日本スポーツ振興センター災害給付金事業 

＊ 事業概要 

各小中学校に在学する児童・生徒の不慮の災害に備えて、独立行政法人日本スポーツ

振興センターと災害共済給付契約を結び、学校の管理下において児童生徒が災害に遭っ

た場合、その治療費や見舞金の給付を保護者に対して行う制度。町では全校児童生徒が

この制度に加入しており、その共済掛金は町が負担している。 
  ・共済掛金合計額  ３７３，０６５円（対象：小学校２４４人、中学校１５５人） 
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  ・実績（給付金合計）４８７，２９５円（対象：小学校７件、中学校２３件） 

＊ 成 果 [ 評価 ５ ] 

町では医療費助成制度により、１８歳まで無料化されているが、この災害給付金制度

では療養に伴って要する費用として加算される分（１/１０）があり保護者にとっては

有利である。学校でもその点を説明し、この制度の利用に努めている。 
 

＊ 課 題 

  各学校では児童生徒や保護者にスムーズな手続きが取れるよう説明や周知を行って

いるが、事務処理の関係により年間を通してみると給付までに時間を取ってしまうケ

ースがいくつかあるため、より迅速な対応に努めていく。 
 

④ スクールバス・タクシー運行事業 

＊ 事業概要 

南部中学校において、富河・万沢・井出・十島地区の生徒を対象にスクールバスを運

行する。小学校については、居住地が遠く離れている井出・十島・万沢地区の児童及び

通学路（国道）が危険な楮根地区児童も、スクールバスで送迎している。また陵草地区

の児童については、タクシーで送迎をしている。 
・総事業費    ２０，５６４，０７０円 
（内 訳）  
・ 運行委託料   

スクールバス １５，９１７，０００円 
タクシー    １，４４０，２００円 

・ 修繕料      １，６１０，７２６円 
・ 燃料費      １，５９６，１４４円 

 
＊ 成 果 [ 評価 ４ ] 

児童生徒の通学にかかる負担を軽減する。 
 1）南部中学校の生徒の輸送 
   ・富河地区 ３４名、万沢地区 １５名、井出・十島地区 ７名 

2）富沢小学校の児童の輸送 
・万沢地区 ２９名（内陵草地区２名）、楮根地区 ５名 

3）栄小学校の児童の輸送 
・井出地区 ６名、十島地区 ４名 

   
＊ 課  題 

スクールバス乗車時間の最長は徳間地区生徒で約２５分間である。遠距離生徒が安

全かつスムーズに登下校できるよう運行時間、運行ルート、乗降場所等の調整を図る。

また、スクールバス利用による児童生徒の心身疲労の軽減、運動不足の解消に努める。 
 
⑤ 学校給食共同調理場運営事業 

＊ 事業概要 

平成２５年４月に２つの調理場を統合し、南部町学校給食共同調理場をスタートさ

せ、調理の集中化による効率化を図るとともに衛生面の充実に努めている。 
学校給食は、安心で安全な、そして、衛生面にも十分配慮した美味しい給食を提供

することにより、子どもに望ましい食習慣を身につけさせることを目的にしている。 
また、令和 2 年度から児童生徒の学校給食費を無償化とし、保護者が負担する給食
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費を免除することにより、保護者の経済的負担の軽減を図り、町民の子育てを支援す

ることとした。 
1）学校給食の運営費 

歳出決算額 
５９，７１５，６６０円（内、賄材料費２６，７４０，１２１円）    

 

2）学校給食の提供 

    年間提供日数  小学校：１８８日、 中学校：１８８日 
    １日当たり   小学校：２９１食、 中学校：１７３食 
     ※４月１３日から５月２２日までの間、新型コロナウイルス感染拡大防止対策に

より、小中学校は臨時休業 
 

＊ 成 果 [ 評価 ５ ]  

  令和２年度から児童生徒の学校給食費を無償化とし、保護者の経済的負担の軽減を

図るとともに、町民の子育て支援に取り組んだ。 
食材料については地産地消を取り入れ、町内ＪＡの協力のもと季節感や風習に因ん

だ郷土料理や旬の野菜等を献立に加え、献立内容の充実を図っている。 
  また、農林水産省の新型コロナウイルス感染症経済対策事業等による甲州地鳥や鹿

児島県産養殖カンパチ、愛媛県産養殖マダイの無償提供を受けた。 
    

＊ 課  題 

    毎回、約４５０食以上を調理、配送することになるので適切な人員を配置するとと

もに、調理場では仕込み、調理、配送に至るまでスムーズな作業ができるよう効率的

な体制づくりを図る。また、より豊かな学校給食の実現と一層の効果的な給食運営を

図るためのひとつの手法として、給食調理業務の民間委託についても検討する必要が

ある。 
   地産地消の推進をしているが、品質管理の点で難しい面もある。 

 
⑥ 要保護及び準要保護児童生徒への就学援助事業 

＊ 事業概要 

経済的理由等により就学が困難な児童・生徒の保護者に対し、学校で必要な費用(学

用品費、修学旅行費等)を、認定基準額（所得の金額）に応じて認定審査を行った上、

支給する。 

 

 

◇準要保護者:児童扶養手当受

給者 

（２２世帯３１人） 

 

◇要保護者:生活保護で対応 

（０世帯０人） 

 

＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

  対象者に対しては、民生主任児童委員等と連携し申請漏れのないように手続きの勧奨

を行っている。ひとり親家庭に対する経済的支援の効果は大きい。 

 

区  分 受給者 援助額 

睦合小(準要保護)  11 人 114,240 円 

栄 小(  〃  )  0 人   0 円 

富沢小(  〃  )  10 人 166,860 円 

南部中(   〃  ) 10 人 626,445 円 

計 31人 907,545 円 
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＊ 課 題 

    前年比受給者増減なし、援助額は１４１１千円の減となった。給食費が完全無償化

となったため前年に比べると援助額は減少しているが、援助を必要とする児童生徒（母

子、父子家庭）は変わらず多くいる。 
 

⑦ 心の教室相談事業 

＊ 事業概要 

心の教室相談員を中学校に配置し、適切な教育相談や基本的な生活習慣等の指導を

行い、生徒の悩みや不安、ストレスを解消する。 

 

＊ 成 果 [ 評価 ４ ] 

より身近なところに相談できる場があり、生徒達の悩み、不安、ストレスが和らぎ、

心にゆとりを持てるようになることは、生徒が充実した学校生活を送ることに繋がっ

ている。また、相談員は学校や関係機関との連携役を担っている。 

 

＊ 課 題 

相談員は、生徒が抱える諸問題について、担任、養護教諭、関係機関、教育委員会

との連携が求められる。 

 
⑧ 学校運営協議会事業 

  ＊ 事業概要 

    平成２８年度に南部中学校、令和２年度からは町内全ての小学校でも学校運営協議

会をスタートさせた。学校運営協議会は、保護者及び地域住民の学校運営への参画や

連携を図ることを目的とし、学校と保護者、地域住民等と信頼関係を深め、一体とな

って学校運営の改善や生徒の健全育成に取り組みます。 

 

＊ 成 果 [ 評価 ５ ] 

  本年度から全ての小学校で、学校運営協議会を設置しスタートさせた。これで本町

全ての学校が協議会を通して、地域の声を学校経営に反映できる体制になった。また、

学校教育活動等に地域の力を活かす体制として、学校支援ボランティアの募集活動、

連絡調整を教育支援センター内の学校支援地域本部で行っている。 

 

＊ 課 題 

  南部中学校の学校運営協議会を参考に、町内各小学校でも令和２年度から取り組み

を始めた。今後は、各協議会の代表者等を集めた全体会議等を開催し、情報交換等を

通じて、各学校の取り組み内容や運営について協議する。 

  運営協議会を開催するための資料作りに、教職員が時間を掛けなくても済むように

工夫をする。 

 

⑨ 小学校適正配置事業 

  ＊ 事業概要 

    富河小学校と万沢小学校が統合し、令和２年度から富沢小学校が開校した。集団の

中で多様な考え方に触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することで思考力や表現

力、判断力、問題解決能力を身に付け、さらに自ら課題を発見し主体的に学び合う協

働的な学習が可能となる教育環境が整った。今後は、南部地区の睦合小学校と過小規

模化が進む栄小学校の適正配置を目指す。 
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＊ 成 果 [ 評価 ５ ] 

  令和２年４月に富沢小学校が開校され、新たな学校の集団生活が始まった。児童た

ちは多様な考えに触れるより良い教育環境の中で、主体的に学び協働的な学習をする

環境が整った。本年度事業としては、既存プールを取り壊し、富沢小学校開校に相応

しい新たなプールの建設を年度内に完成させた。また、学校の校章案を児童から募集、

校旗等を作成し学校へ引渡しを行った。 

 

＊ 課 題 

    富沢小学校が開校したが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大対策の中、学校の

臨時休業等もあり、学校行事等の中止又は規模縮小等がなされた。児童及び保護者に

は統合による新たな学校生活のほかに、感染症対策による制限等が加わり、目には見

えない心の病が心配される。学校及び委員会のより一層の目配りが必要である。 

また、今後は南部地区の適正配置及び通学区域の見直し等、協議、検討をしていく

必要がある。 

 

⑩ GIGA スクール構想事業 

＊ 事業概要 

     GIGA スクール構想とは、児童生徒向け１人１台端末と、高速大容量の情報通信ネ

ットワークを一体的に整備することで、多様な子供たちを誰一人取り残すことのない、

公正に個別最適化された学びを学校現場で持続的に実現させる計画。コロナ禍により

学校の臨時休業の際の遠隔授業への活用等で前倒しとなり、令和２年度に各学校内の

情報通信ネットワーク整備、児童生徒１人１台端末の整備を行った。 
 

＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

 小中学校情報通信ネットワーク環境施設整備 
  ・栄小学校   ８，９３２，０００円 
  ・睦合小学校  ９，９５５，０００円 

  ・富沢小学校  ８，７７８，０００円 

  ・南部中学校 １０，２９６，０００円 

 

 小中学校情報機器整備（ICT端末整備事業） 

  ・栄小学校   １，３８４，３３６円（３６台） 

・睦合小学校  ２，９２２，４８８円（７６台） 

  ・富沢小学校  ２，４９９，４９７円（６５台） 

  ・南部中学校  ５，９６０，３３９円（１５５台） 

  ・教員用      ８４５，９８３円（２２台) 

  ※小学校１,２年生は既存端末を使用 

 

 小中学校情報機器整備（学校からの遠隔学習機能の強化事業） 

  ・栄小学校（Webカメラ・マルチスタンド他）   ４７，９６０円 

・睦合小学校（Webカメラ・マルチスタンド他）  ４７，９６０円 

  ・富沢小学校（Webカメラ・マルチスタンド他）  ４７，９６０円 

  ・南部中学校（Webカメラ・マルチスタンド他）  ４７，９６０円 

   

 



- 9 - 

＊ 課  題 

     情報通信ネットワークや１人１台端末が整備されたことによって、ICT 端末を活

用する授業が増加することから、教員の IT のスキルやリテラシーが必要になる。研

修等を行い積極的に支援していく。また基本的に ICT 端末は学校において使用する

が、新型コロナウイルス感染症対策として臨時休業となった場合、家庭へ持ち帰り使

用することも考えられるため、情報セキュリティや有害コンテンツのアクセス制限な

どを行っていく。 
 
 
（２）学校教育内容の充実 

① 町費単独負担教員及び非常勤講師設置事業 

＊ 事業概要 

  小規模小学校における教務主任の配置減及び中学校におけるきめ細かな教育や教員

の免許外教科の解消のため、町費単独負担教員及び非常勤講師を配置し適正な教育指

導を行う。 
 

＊ 成 果  [ 評価 ５ ] 

 学級編制において県基準による教員配置数を町費単独負担教員で補い、適正な教育

指導と円滑な学校運営を図ることができた。 

    町単教員数：小学校１名、中学校２名 
    非常勤講師：中学校４名 
    事業費  ：１１，９８４，９９７円 
 

＊ 課  題 

    中学校教員は担当教科も関係するため、人材確保が課題となる。また、小学校にお

いては、少人数学級のデメリットを解消する学級運営を行う必要がある。 
 

② 小中学校特別支援教育支援員配置事業 

＊ 事業概要 

小・中学校において特別支援学級入級相当ではないが、特別な教育的支援を必要と

する児童生徒に対して、学校生活を送るために支援員（非常勤職員）を配置し、必要

な支援を行う。 

 

＊ 成  果 [ 評価 ５ ] 

学級担任と支援員との連携により、特別な教育的支援を必要とする児童生徒に対し、

状況に応じた適切な支援を行うことができた。また、学級担任の負担を軽減すること

ができ、学級全体への指導の充実、円滑な学級運営を図ることができた。 

 

＊ 課 題 

専門的な知識・技能を持つ支援員の人材確保が望まれる。 また、今後さらに支援を

必要とする児童生徒が増加すると予想され、その対応策が必要となる。 
 
③ 小中学校外国語指導助手設置事業 

＊ 事業概要 

  語学指導を行う外国語指導助手(ＡＬＴ)として、中学校に１名、小学校に１名を配

置する形で委託契約を結び、英語を指導している。また、県英語専科専任講師１名が
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町内各小学校を巡回指導している。 
 

＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

生きた英語に数多く触れることで、英語学習への意欲・関心が向上し、英語を聞く・

話すといった基礎的なコミュニケーション能力を高めることにつながる。 

また、異文化についての意識が高まることにより、国際理解教育が推進される。 

 
＊ 課  題 

    助手の派遣は派遣会社との委託契約のため、同一人物との派遣契約は最長でも３年

間である。また、委託外の校外活動等への参加には別途契約が必要になる。 
 
 
④ 山梨青森南部町児童交流会実施事業 

＊ 事業概要 

     南部氏の縁に結ばれた、両県南部町児童が、互いの町の歴史や文化、身近な環境な

どふるさとの特色や学校等を紹介しあい、新しい時代の主役となる子どもたちの交流

を深めるため毎年夏休み期間を活用し実施している。 
 

＊ 成  果 [ 評価 － ] 

 令和２年度は青森県南部町で交流会を開催する予定だったが、コロナ禍のため中止   
とした。 

 

＊ 課  題 

      令和２年度は青森県南部町を訪問する予定であったが、コロナ禍のため中止として

いる。交流会に空白期間が生じることになるが、交流会の目的を継続して理解し、新

型コロナウイルス感染症が収束した後に青森県南部町を訪問する際には、児童一人一

人がその目的意識を持って参加する取り組みが求められる。 
 
 
（３）教育支援センター事業の実施 

① 適応指導教室事業 

 ＊ 事業概要 

  登校に不安を抱える児童生徒に対し、教員ＯＢ等のスタッフが学習の支援などを行い、

自立に向けて活動する「チャレンジ教室」を南部町総合会館１階に開所している（平成

２６年度開設）。チャレンジ教室の開所時間は、基本的には月曜日から金曜日までの午

前中である。 

 

 ＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

  参加者は７月より１名で、通室日数は１９日間であった。教室では数学、英語を中心

に取り組み、漢字は宿題プリントを利用して家庭学習とした。また、家庭・学校と密接

に連携支援する中で、週２日の通室日の内１日は午後の通室とし、本人の意向に応じた

学習支援を行った。 

 

＊ 課  題 

    不登校児童生徒の早期対応に努めるとともに、不登校の背景は集団への不適応、学

力不振、友達や教師との人間関係等様々な原因によるものなので、学校、スクールソ



- 11 - 

ーシャルワーカー、家庭、教委等関係者が情報を共有し、個々の状況に合った最善の

対応を検討する必要がある。また、チャレンジ教室から学校への復帰に努める。 

 

② 教職員の指導力向上研修事業 

 ＊ 事業概要 

    夏季休業期間中に町内小中学校の教職員を対象に授業力向上のための研修会を実施

している。 

 

＊ 成  果 [ 評価 － ] 

 令和２年度はコロナ禍のため中止とした。 

 

＊ 課  題 

 今年度はコロナ禍のため中止となったが、例年のケースでは研修で学んだことを実

際の授業に、どのように生かしていくのかが課題となる。 

 

③ 学力向上対策事業 

＊ 事業概要 

  学習意欲の高揚と学力向上を図るため、小学４年生～中学３年生を対象に自学自習

の場「なんぶ未来塾」を開所している。講師は教員ＯＢ等が務め、毎月２回、土曜日

に開催。 

 

 ＊ 成  果 [ 評価 ４ ]  

参加者は小学生２６名、中学生２０名、開校日数は小学生３８回（延べ３３６人）、

中学生３８回（延べ１９４人）。 

 

＊ 課  題 

開校時間、登校手段に配慮する必要がある。また学校と連携し効果的な運営を図る。 

 

④ 特色ある南部町教育事業   

 ＊ 事業概要 

   特色ある南部町教育として、かつて蒙軒学舎で行われた英語教育に本町の特色を見

出し、生きた英語教育を目的に外国人講師とともに過ごす「イングリッシュキャンプ」

を夏季休業期間中に開催している。この他、次代を担う子どもたちが地域の歴史・文

化等に興味を持ち、ふるさとを愛し大切にしようとする心を育てるため、南部町の歴

史、自然、伝統等を題材とした「南部町ふるさとカルタ」を作成した。 

 

 ＊ 成  果 [ 評価 － ] 

   イングリッシュキャンプは、毎年小学校５、６年生を対象に静岡県立朝霧野外活動

センターで開催しているが、令和２年度はコロナ禍のため中止とした。 

   ふるさとカルタに関しては、各学校で取り組みを始めようとしたが、コロナ感染症

に伴う臨時休業が約2か月間続きました。そのため、行事等の時間を授業時間に振り

替る必要があり、思うような取り組みができなかった。 

 

＊ 課  題 

  英語の楽しさをキャンプを通じて理解させるねらいがあるが、コロナ禍では３密の

回避は難しい。ふるさとカルタについては、全町民に広めていきたいため、町内全校
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で取り組みが恒常化し、学校間で交流を交えて競い合える場の設定を考えていく。 

 

⑤ Ｎ授業   

 ＊ 事業概要 

   多くの児童がともに学習し、多様な考えに触れるなど学びを共有し、広める機会と

して３年生から６年生を対象に年１回ずつＮ授業（町内小学校３校の合同授業）を実

施している。 

 

 ＊ 成  果 [ 評価 － ] 

   ３校の児童が一つの授業に参加し、多様な考えに触れ、交流を深めるための授業だ

が、令和２年度はコロナ禍のため中止とした。 

 

＊ 課  題 

    教材研究、資料づくりなど教師の負担感は否めない。また、コロナ禍では３校の児

童を集めて合同授業を行うため、３密の回避は難しい。 

  

⑥ ＩＣＴ教育支援事業 

 ＊ 事業概要 

   平成２９年７月にタブレットＰＣを小中学校に導入した。「主体的・対話的で深い

学び」に向けた授業改善をねらいとして、ＰＣ・インターネットを学習活動に利用す

るため、教育支援センターにＩＣＴ支援員を配置し、４校を巡回して教員の操作技術

補助、教材作成、授業支援等を行っている。 

 

 ＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

   ICT 機器を活用した授業の機器操作補助や、教職員への PC 操作指導などの支援を

行い、ICT教育による授業改善が進んだ。 

 

＊ 課  題 

    GIGA スクール構想が始まったことにより、情報化社会の成長に拍車がかかった。

技術的な捉えから情報技術を活用する力が求められるため、時代に対応できる子供

たちを育成できるよう、授業内容の一層の充実に向け支援する。 

 

⑦ 小学校英語教科支援事業 

＊ 事業概要 

     令和２年度から新学習指導要領により、英語が小学校５,６年生では「教科」に、３,
４年生は「外国語活動」へと完全移行されたため、小学校の英語科授業における支援、

指導等について専門の指導員を配置し巡回指導を行う。 
 

＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

     教師の英語授業に対する悩みや不安の解消、指導力の向上につながった。 
 

＊ 課  題 

      現在、県費による英語専科が配置されているが、次年度以降の配置計画が示されて

いないため、ALT の配置計画と併せた支援体制の検討が必要となる。 
なお、さらに教職員の英語力向上も必要である。 
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2．生涯学習の充実  (生涯学習課) 

① 生涯学習の推進 

＊ 事業概要 

各種講座・教室・事業を通じて、町民が学習する機会を提供する。 
 

＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

新型コロナウイルス感染拡大の影響から、アルカディアフェスタ、成人式等年間予定

事業のうち、成人式のみ開催した。 
 

【アルカディアフェスタ２０２０】 

令和２年９月にアルカディア南部総合公園において、「きたえよう心と体 広げよ

う笑顔の輪」というテーマで、あらゆるライフステージの町民が一同に集う機会を提

供する予定であったが、中止となった。 

 

【南部学】 

生涯学習セミナーとして、主に働き世代～退職後の成人向けに、南部町内に残る歴

史文化に焦点を当てた学習会「南部学」を数年後に開催するための準備を行った。 

 

【成人式】 

令和３年１月９日(土)に文化ホールにおいて、成人者６６名（男性３４名、女性３

２名）を祝福する式典を開催した。 

県内・近隣市町村でも挙行か中止か判断が分かれるなか、他課で行う帰省者ＰＣＲ

検査助成制度の紹介など安心して参加できる環境づくりに努め、町を挙げて万全の体

制で臨み、新成人同士の再会の場、地域への愛着と成人としての自覚を導く機会の提

供ができた。 

また、アンケートでの参加者満足度も７３％であった。 

 

＊ 課  題 

    各種講座・教室・事業は、幅広い年齢層を対象とするなかで、コロナ禍でも行える

方法を考え、感染症対策を十分行ったうえでの実施に努める。 
    仮に事業実施できない場合においても、各個人が日常生活のなかに文化・芸術・郷

土愛が常態化するよう啓発活動に努めるなど、年間を通じて継続的に事業を発信して

いくことが重要である。 
    また、成人式については、一生に一度しかない晴れ舞台の日を提供することを基本

に、限られたスタッフや新生活様式のなかで、よりスムーズに運営できるよう検討し

ていく。式典について成人者の感想等の調査については今後とも継続実施し、意見を

反映していくことが大切である。 
 

② 青少年教育の推進 

＊ 事業概要 

青少年の人間形成において家庭の果たす役割は大きく、特に核家族化が進みつつあ

る現在、個としての家庭ではその役割の発揮に限界がある。 
町としても、少年期から青年期にかけ、社会参加活動への機会を提供するための青

少年教育を推進する。 
    一方、一昔前と比べ、青少年を取り巻く環境も大きく変化し、依然青少年を巻き込
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んだ犯罪やインターネット・SNS を介した事件等は続出している。この背景には地域

における地縁的繋がりの希薄化などによる地域の教育力の低下も考えられる。 
このため、地域の皆で支えあって青少年の教育や社会問題の解決に取り組まなけれ

ばならない。町はこれらの活動を支援し、また、相談指導体制の充実を図る。 
 

＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

子どもクラブ連合育成会では、例年体力向上等の目的にアルカディアフェスタにお

いて行っているスポーツ鬼ごっこ大会が、新型コロナウイルス感染拡大の影響により

開催できなかった。２月１１日（木）～２月１４日（日）には新春書道展を開催し、

３５３点の出品があった。 
町民会議では、夏季生活指導会議や冬季生活指導会議をコロナウイルス感染拡大の

影響により書面開催とし、青少年を支えあうことの必要性や、長期休暇期間において

地域のあるべき姿について情報共有した。 
夏季休暇の時期を利用した家庭の日作品募集事業は、新型コロナウイルス感染拡大

の影響により実施できなかった。 
 

＊ 課  題 

家庭教育に関しては、学校教育課や子育て支援課とのすみわけが難しく、例えば相

談業務は、その内容によって教育的なことが主であれば学校教育課（教育支援センタ

ー）窓口、ファミリーサポートであれば福祉保健課、子育て支援課が窓口となってお

り、本課の役割としては低い。引き続き、関係課同士の連携を中心に情報共有に努め

る必要がある。 
また、町民会議を中心に、地域・学校・家庭の連携体制の構築に努めているが、こ

れらに関して書面でのやりとり中心の場合、考え方や想いがダイレクトに伝わらず、

地域の熱意が冷めてしまう懸念もある。今後の感染状況にもよるが、重要度や必要性

を判断しながら、地域の在り方についての話し合いの場を持つことを基本に事業を実

施していく必要がある。 
 
③ 高齢者教育の推進 

＊ 事業概要 

高齢化社会においては、高齢者が経済社会の変化に対応していくために絶えず新た

な知識や技術を習得する機会が必要とされる。また、学習を通じての豊かさや生きが

いの充足が求められることから、積極的な社会参加を果たすことができるような学習

と活動の機会と場を提供し、高齢者教育の振興を図る。 
 

＊ 成  果 [ 評価 ３ ] 

学習機会提供の場として「なんぶいきいき大学」と称し、5 月から 2 月まで年間 10
回、歌や身体を動かしながら楽しく健康長寿の道を歩めるようなメニューを提供する

予定であったが、結果的に全て中止となった。 
    これは、対象者が高齢者ということもあり、コロナ禍において多くの方を参集して

の開催は慎重に行う必要があったことから、参加者の安全面も考慮した結果、やむを

得ない判断であった。 
 

＊ 課  題 

高齢者の社会参加が少なくなってきている今日、高齢者世代の趣味も日々変わって

きている。ニーズの多様化などもあるが、多くの参加者に興味を持ってもらえるテー
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マ設定や足を運んでもらうための工夫を行い、新規参加者の増加を目標にしていかな

ければならない。また、実施にあたっては、高齢者の学習機会が競合しないよう他団

体と調整し、場合によっては共催も考慮する必要がある。 
今後は、新型コロナウイルスの感染状況を見極め、参加者の安全面を最優先しなが

ら実施に努める。 
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3．文化の振興 （生涯学習課） 

① 文化財保護事業 

＊ 事業概要 

文化財は地域の歴史や文化の成り立ちを理解するうえで、欠くことのできない資産

である。現在、国指定１件、県指定１８件、町指定４８件の指定を受けており、文化

財審議会委員を中心に史跡や天然記念物の保護、無形文化財の継承に努める。 
     また、これら文化財について、情報発信や学習機会の提供など、活用することによ

って郷土の良さや再発見に努める。 
 

＊ 成  果 [ 評価 ４ ] 

県・町の補助を活用し、国指定文化財１件の火災予防、県指定天然記念物１件の環

境保全を行い、適切な保存に努めた。埋蔵文化財に関しては、受理２件伝達２件合計

４件処理を行い、２件の試掘調査を行った。これらの取り組みにより、各種文化財の

保存・継承に努めることができた。 
また、歴史資料室において、南部本陣に関する資料「諸通行筆記」を読み下し、製

本化した。 
 

＊ 課  題 

町には文化財専門の知識を有する職員がいないため、県の専門機関、文化財保護審

議委員及び所有者等との協力体制を強化し、文化財の保護に努める必要がある。 
文化財の活用という点に関しては実施不足の面も多いため、南部氏・近藤喜則の両

史料館等を手始めに情報発信しながら、生涯学習の場での活用を探求していく。あわ

せて、案内看板作成やマップの更新などは、予算化を検討していく必要がある。 
 

② 文化協会等育成事業 

＊ 事業概要 

平成３０年度から、新南部町文化協会として活動を開始している。“創りだそう く

らしの中に 輝きを”をキャッチフレーズに、町民の文化活動への支援、芸術文化へ

触れる機会の提供、文化祭の開催を通し、文化振興への貢献を図っていく。 
 

＊ 成 果  [ 評価 ３ ] 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、文化祭をはじめ年間を通じてすべての

事業を中止せざるを得なかった。 
年度末には、ミニ展示会を開催し、幼稚園・保育所の子どもたちの作品を子どもク

ラブ連合育成会の新春書道展と併せて展示し、１４１名の来場があった。 
社会教育施設の新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドラインの中で、少人数で

活動を行っている団体もある一方、合唱など自粛せざるを得ない団体が大半であった。 
 

＊ 課 題 

先人たちの努力により南部町文化協会を中心とした町民の自主的な文化活動が浸透

しているが、所属員の高齢化は進んでいる。また、コロナ収束後の活動再開期に向け

て、各個人がより豊かな人生を送るため、様々な文化芸術や交流活動を推進していく

必要がある。今後とも関係者との情報の共有化や連携をはかり、町民の文化芸術活動

が衰退しない工夫が必要である。あわせて、本町の自然や人情に惹かれ都会から移住

してきた芸術家との交流を深め、新たな文化の創造の可能性を探っていく。 
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4.総合会館・公民館・文化ホール事業 (生涯学習課) 

① 各種教室、講座等の主催事業 

＊ 事業概要 

中央公民館では、身近で多様な学習機会の提供を目的に、町民を対象とした公民館

講座や各種教室を開催している。 
  【連続講座】 

教  室  名 時期・実施回数 受講者数 
陶芸教室 月 1回 (5回) 7人 

パン作り教室 

（Aクラス・Bクラス） 

各クラス 

月 1回 

(各クラ

ス 6回) 

23 人 

（A：11人・B：12人） 

ガーデニング教室 月 1回 （6回） 12人 

パッチワーク教室 月 2回 (6回) 5人 

 

  【単発講座】 

教  室  名 実施日 受講者数 

こども科学教室 11 月 15日 20人 

おやこ料理教室 
12 月 12日 

2 月 6日 

5人 

5人 

 
＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

公民館講座は、「地域住民の生きがいづくりの入口」という生涯学習の一つの役割を

確立する過程にある。一部の受講者は、講座をきっかけにサークルに参加したり、 
   趣味として継続する動きが見られる。 

本年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、開始時期を 10 月に遅らせたうえ

で、募集定員を例年より減らし、検温・消毒・マスクの着用等の対策を取り開講した。 
    ほぼ全ての受講者が前述の感染症対策に協力的であったこともあり、最後まで受講

生の中から体調不良者は出なかった。 
規模は縮小したが、全ての行事が自粛傾向にあったコロナ禍においても、安心して

学習できる機会を設けることができた。 
     

＊ 課 題 

受講者が以前から受講しているリピーターが多く、新規受講者の開拓が課題である。 
 また、アンケート結果からは、受講者からの満足度の高さが伺えるものの、固定化

されたメンバーによる娯楽に留まっている感は否めない。公民館本来の役割である「学

びを通した仲間との交流」や「地域に内在する課題への気づき」に繋げられていると

は言えず、これら目的を果たすまでの道のりは遠い。 
このため、講座という「学びの場」の提供に加えて、講座で学んだことを活かす具

体的なビジョンを提示することで、「地域住民の交流」「地域リーダーの育成」に繋が

るような、主体的な学習活動を支援していく必要がある。 
 
② 南部町文化ホール事業 

＊ 事業概要 

芸術文化に関する住民の意識の啓発、教養の向上を目的とし、映画会、寄席、合唱

などの自主事業を実施する。実施にあたっては、文化ホール運営委員会を開催する。 
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また、地域社会の振興に寄与するため、南部町民文化祭芸能発表会、内船歌舞伎の

定期公演等へ協力し、その他ホールの貸館等を行う。 

 

【自主事業】 
事  業  名 開催日 入場数 販売収入額 

なんぶシネマ１【中止】 8月 －人 0円 

なんぶシネマ２【中止】 3月 －人 0円 

なんぶ演芸【中止】 6月 －人 0円 

計  －人 0円 

※前年度自主事業販売収入額 756,600円 

 

【有料貸館事業】 
事  業  名 開催日 入場数 使用料 

南部町森林組合 2 月 25日 75人 8,375 円 

佐野貴子ピアノ発表会 3 月 14日 100 人 23,010 円 

計 175 人 31,385 円 

 

【無料貸館事業】 

事  業  名 開催日 入場数 使用料 

さちかぜ号による交通安全教室 7月 14日 61人 無料 

読書活動講座（読み聞かせ講座） 10 月 24日 38人 無料 

戦没者慰霊祭 11 月 10日 60人 無料 

南部町成人式 1月 9日 160 人 無料 

南部町消防団出初式 1月 10日 100 人 無料 

各種会議 ほか 8回使用 8 月 6日ほか 339 人 無料 

計 全 13回 758 人 ― 

 

＊ 成 果  [ 評価 ３ ] 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、全ての自主事業が開催できず、ホール

を拠点とした文化芸術の素晴らしさを町民に伝える機会の提供ができなかった。 

一方、事業が開催できず評価が難しいなかでも文化ホール運営委員会を開催し、委

員同士の情報共有や、どうあるべきかといった議論が行えた。 

貸館事業については、施設ガイドラインを策定し、定員制限や感染症対策を徹底し

ながら開館に努めたが、利用実績は昨年度に比べて大幅に減少した。 

 

＊ 課 題 

自主事業については、新生活様式に則しながらできるだけ集客の見込めるコンテンツ

の提供が何よりも求められるため、演目・日程ともに文化ホール運営委員の意見を取り

入れつつ、企画立案していくことが肝要である。 

貸館については、発表会・練習など、本来の文化芸術に関する利用でなく、他施設を

利用できないために、収容人数の多い当ホールで「会議」として利用するケースが増え

ている。このため、舞台・照明・音響等に関する操作方法のマニュアル化や、ボランテ

ィアスタッフの育成も検討していく必要がある。 

経年による施設の更新も課題である。稼働率と管理のバランスを取りながら、より良

い利用形態を模索し、地域の文化振興に貢献していきたい。 
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5．アルカディア文化館 （生涯学習課） 

① 南部図書館・富沢図書館 

＊ 事業概要 

地域の情報拠点、学習の拠点となる図書館は、町民の学習要求の多様化、高度化に

伴い、一般書はもとより専門書、学術書、地域資料、さらには公共図書館と学校図書

館を結ぶネットワークの活用を図り、学習にあった多種多様な資料の収集及び提供を

目的とする。 

 

【南部図書館】 

○開 館 日 数：   ２７１日 
○来 館 者 数： ９，２７７人 
○貸し出し冊数：３９，７９０冊 
○主催教室事業 

事業名 開催数 参加者数 
乳幼児・幼児・リトミック教室・３Ｂ体操 ３１回 ３５２人 
お話し会・読書指導（小学生以下対象） １回 ６０人 
講座・教室 １回 ３２人 

  
【富沢図書館】 
○開 館 日 数：   ２７２日 
○来 館 者 数： ３，３９１人 
○貸し出し冊数：１１，７２８冊 

 
＊ 成 果  [ 評価 ３ ] 

コロナ禍においても、町民の継続した読書活動を推進するため、自動検温器や図書

消毒器を購入し、徹底した感染症対策を講じ、安心して図書館の利用が出来るよう努

めた。しかし、教室イベント等は事業を行うスペースが小さく３密対策が十分図れな

いことから、多くの事業の開催を見送る結果となった。そのような中でも、乳幼児を

対象としたお話し会は、人数制限や着席するスペースをフロアマット等で区分するな

ど工夫することで、小規模だが７月以降継続して開催することができた。 
 

＊ 課 題 

利用者のニーズにあった本を提供するため、リクエスト等の情報の収集に努めると

ともに、住民の読書支持率向上のための方策を検討していく。また、蔵書情報の WEB
公開やオンラインによる予約システム等の新しい生活様式に則した図書館機能を検討

し、住民にとってより利用しやすい図書館運営に努める。 
 
② 町立美術館 

＊ 事業概要 

町民が歴史と文化に興味を持ち、芸術向上の場として親しみやすい美術館運営を考

慮し、郷土が誇る芸術家「近藤浩一路」の功績を称え、その作品を美術館に展示する。 
水墨画美術館として幅広く認知され、町内芸術家の情報発信、交流の場となるよう

な事業を展開する。 
 

○開館日数：２８０日 
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○企画展 
・渡邉正志作品展            ８月１日～ ８月２３日   ８７４人 
・映水展                ９月８日～ ９月３０日   ７２３人 
・日本画家 伊東正次の屏風絵・襖絵の世界展 

１０月２１日～１１月２３日  ４２４人 
・宮西達也ワクワクなんだァーランド展 

１１月２８日～１月２４日   ６６７人 
・早蕨作品展              ２月２１日～３月１７日  ２４２人 
・峡南の桜写真展            ３月２０日～４月１８日  １２８人 
                                （２５１人） 

（ ）は令和３年４月の人数 

   
○常設展  
・近藤浩一路作品 （通年開催、年４回展示替え）            ２７７人 

 
＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

比較的感染リスクが少ない美術館において、入館時の体温チェックシートの導入や

３密対策等の感染症対策を徹底し、継続した開館と企画展開催に努めた結果、来館者

数が大幅に減少することなく多くの方に芸術に触れ合う機会の提供ができた。 
 

＊ 課 題 

有名な作家ほど町民より町外者の方が多く来館する傾向があるため、より多くの町

民の芸術に対する興味や関心を高めるための企画を増やす必要がある。また、町外者

に対しては、WEB や SNS の活用による情報発信を強化し、さらなる来場者数の増加

を図る。 
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6．生涯スポーツの充実  (生涯学習課) 

（1）施設の充実と効果的な活用 

① アルカディアスポーツセンター 

  ○営業日数：２３０日 

  ○入館者数：１６，６９２人 

利用者数       収入金額 

     内訳 プール・ジム １０，４４４人 （ １，４７２，２５０円） 

        レ ッ ス ン   ３，６６５人 （ ２，１８９，５００円） 

        体 育 館   ２，５８３人 （   ２９３，１５０円） 

                   ３，９５４，９００円 

○その他の施設：２２，５３５人 

                利用者数      収入金額 

     内訳 テニスコート    ７３５人 （    １３８，５９０円） 

        野 球 場  ３，２５７人 （    ３９９，３６０円） 

        運 動 場    ９０２人 （     １３，５２０円） 

        富沢野球場  １，８１２人 （     ８９，８００円） 

        小中学校施設  １５，５１９人 （    ３８７，７５０円） 

        柔 剣 道 場     ３１０人 （     １３，０００円） 

１，０４２，０２０円 

 

  ○主要教室事業               申込者数       事業収入 

☆親子体操教室                   １２組      ３６，０００円 

   ☆シニアトレーニング                ６２人     １８６，０００円 

   ☆シニアフィットネス            １２人      ３６，０００円 

   ☆子供体操教室（年少・年中・年長・小１）   ３３人       ９９，０００円 

   ☆大人初級・上級水泳教室            ７人      ２１，０００円 

   ☆ズンバ                   ２１人      ９４，５００円 

   ☆ズンバゴールド               ９人      ４０，５００円 

   ☆全身シェイプ＆体幹強化(初級・上級)     ４７人     ２３５，０００円 

   ☆やさしいエアロ              ２１人      ９４，５００円 

   ☆筋トレ＆かんたんエアロ           ７人      ３１，５００円 

   ☆からだ整え体操               ９人      ３６，０００円 

   ☆水中ウォーキング＆エクササイズ       ６人      ２７，０００円 

   ☆はじめてアロマヨガ                      ２１人      ９４，５００円 

☆リラックスアロマヨガ           １６人      ７２，０００円 

☆小学生水泳教室              ６８人     ６８０，０００円 

☆年中・年長水泳教室            ２２人     ２２０，０００円 

☆ママヨガ                  ３人       １２，０００円 

☆ボディーメイクトレーニング教室      １０人      ５０，０００円 

☆全身シェイプ＆体幹強化           ５人      ２５，０００円 

☆体操教室（生涯スポーツ係）        ２７人      ４５，０００円 

☆トランポリン教室（生涯スポーツ係）    ２７人      ４５，０００円 

☆マットサイエンス              ２人       ９，９００円 

            合計 １２組    ４３５人   ２，１８９，５００円 
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＊ 成 果  [ 評価 ４ ] 

令和２年度については、新型コロナウイルス感染症対策として、４月～９月の教室

事業については、すべて中止とした。 
１０月からは参加者を町内在住者に限定したり、参加者を大幅に削減するなど、感

染症対策を講じたうえで、教室事業を再開した。その為。参加者並びに事業収入につ

いては、前年を大幅に下回っている。 
 

＊ 課 題 

新型コロナウイルスの感染状況及びワクチンの接種状況などを勘案し、通常の状態

にいつ戻していくのか、見極めが大変重要となる。今後とも、関係各位でしっかり協

議し運営していきたい。 
 
②その他施設 

＊ 事業概要 

社会体育施設・学校体育施設の開放は、各スポーツ協会支部、スポーツ協会専門部、

クラブチームの多数に利用されている。 
 

＊ 成 果  [ 評価 ３] 
社会体育施設及びアルカディア南部総合公園内施設については、新型コロナウイルス

感染防止対策として、令和２年３月７日より利用制限を実施した。感染状況等により社

会体育施設は、随時制限を緩和し、利用を再開したが、アルカディアスポーツセンター

内施設（プール、トレーニング室）については、令和２年７月１日から利用者を町内在

住者に限定するなど、条件付きで利用を再開した。この利用制限については現在も継続

しており、今後の状況をしっかり見極め、しかるべきタイミングで制限を解除していき

たい。 
 

＊ 課 題 

アルカディア南部総合公園(スポーツセンター、テニスコート、野球場、運動場、周

辺公園)及び社会体育施設は、管理面積が広く、職員数が減少していることから、業者

などを効率よく活用し、レベルの高い施設を目指していきたい。また、昨年同様、新型

コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底し、感染者を絶対に出さないよう呼びかけ等を

行う。 
 

（2）スポーツグループの育成とスポーツの生活化 

 

① スポーツ推進委員事業 

＊ 事業概要 

  目 的：町民にスポーツの楽しさ、すばらしさを伝えるとともに、スポーツやレクリエ

ーションの普及振興を図るための指導・助言を行う。 
事業費：６２千円（スポーツ推進委員会補助金） 

事 業：1）軽スポーツ普及事業 

トランポリン・体操教室（５回）、スポーツ鬼ごっこ教室（中止） 

2）各種スポーツ大会への協力 

アルカディアフェスタ２０２０（中止）、第１８回駅伝・マラソン大会（中止） 

3）各種研修 

定例会（１回）、峡南研修（中止）、県研修（中止） 
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＊ 成 果  [ 評価 ３ ] 
スポーツ推進委員２０名は、スポーツの普及振興に努めている。中でもトランポリ 

ン・体操教室については、コロナ禍で回数が減ってしまったが、感染症対策をしっかり

と行った上で、指導有資格者を中心に指導ができ、参加者から好評を得た。 
 イベント等については新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策として全て中止と

なり、令和２年度は例年と同様な活動は出来なかった。 
 

＊ 課 題 

令和３年度はイベント等においてコロナ禍でも行えるやり方を考えるなど、感染症対

策を行った上での実施に努める。また、新しい生活様式でも実施できる活動を考え、積

極的に取り組み、スポーツ活動の推進を図る。 
 
② スポーツグループ育成事業 

＊ 事業概要 

          目 的：町民のスポーツ実施率の向上とスポーツの日常化を目指し、軽スポーツグルー

プの育成を図る。 
事 業：「南部リズム会」は平成１８年度から自主団体として活動し、毎月１回リズム

体操教室を開催している。会員は年度末現在５９名。 
 

＊ 成 果  [ 評価 ３ ] 
南部リズム会は設立から１４年が経ち町民の中に定着している。５０代から７０代

までの女性層が中心で生活習慣病予防、体力づくりのほか会員の憩いの場として役割

を果たしている。令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響で１０月から３月の

開催と、例年の半分の回数となったが、コロナ禍でも感染症対策をしっかりと行った

上で開催ができた。 
 

＊ 課 題 

リズム体操をするだけではなく、南部警察署と協力しての交通安全・防犯活動等の

多種多様の活動も活発となっている。なお一層の啓発や事業の推進を図り、スポーツ

を積極的にしない町民の取り込みを図る。また、会員自身が更に主体的に活動し、運

営していく体制を整えていく。 
 

③ スポーツ教室・イベントの開催 

＊ 事業概要 

    目 的：スポーツを振興し、町民の体力増進・健康を保持するとともに、人と人との

ふれあいを育むコミュニティの場として、誰でも楽しめる軽スポーツを中心に

教室を開催する。 
事業費：教室謝金２８０千円、サンクスデー３５千円 

 
 事 業 
1）各種教室の開催 

教  室  名 開催日 開催回数 参加者数 

ス ポ ー ツ 鬼 ご っ こ 教 室 中止 - -人 
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 ウ ォ ー キ ン グ 教 室 中止 - -人 

ト ラ ン ポ リ ン ・ 体 操 教 室 10月～2月 各 5回 延べ 214人 

スキー教室  しらかば 2 i n 1  中止 - -人 

リ ズ ム 会 10 月～3月 6回 延べ 236人 

 
2）スポーツイベント 

イ ベ ン ト 名 開催日 参加人数 

チ ャ レ ン ジ デ ー 2 0 2 0 中止 -人 

ヴァンフォーレ甲府 サンクスデー 7月 19日 3人 

ア ル カ デ ィ ア フ ェ ス タ 20 2 0 中止 -人 

 

＊ 成 果  [ 評価 ３ ] 
コロナ禍で開催回数は例年より減ったが、日頃からスポーツの体験ができない方に

対してのきっかけづくりとして大きな効果があり、各教室とも多くの初心者の参加が

あった。一方、イベント関係はほとんどが中止となり、唯一実施された「ヴァンフォ

ーレ甲府 サンクスデー」も、規模縮小で厳戒態勢の中で開催されたため、例年ほど

の参加人数とはならなかった。 

＊ 課 題 

種目を固定化するのではなく、町民のニーズにあったスポーツやニュースポーツイ

ベント教室を開催する。新しい生活様式での開催が出来るよう検討し、感染症対策を

行った上での実施に努める。 
 

 
（3）組織の充実と連携 

 

①スポーツ協会（令和2年度よりスポーツ協会に改称） 

＊ 事業概要 

目 的：生涯スポーツを推進するにはスポーツ協会と町行政とが緊密な連携を図る必要

がある。 
事 業：スポーツ協会は２５支部、１５専門部、７スポーツ少年団から組織され、教育

委員会生涯学習課生涯スポーツ係が、庶務会計を担当しスポーツ振興を図ってい

る。競技スポーツとしての一面と生涯スポーツの一面を有し、県体育祭への出場、

駅伝マラソン大会の開催、各種スポーツ教室の開催を年間事業としている。特に

初心者を対象にしたスポーツ教室では各種目の普及を目指している。行政とも緊

密な連携と協力体制が図られている。 
事業費： ２，３９２千円 （スポーツ協会補助金） 

 

事  業  名 開催日 参加人数 

体育功労者表彰式 個別対応 86人 

第 18回南部町駅伝マラソン大会  中止 -人 
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＊ 成 果  [ 評価 ３ ] 

町とスポーツ協会の連携が図られスポーツ事業が実施されている。令和元年度から

町民体育祭の開催は見送られ、駅伝マラソン大会が町の一大行事として位置づけられ

るが、令和２年度は駅伝マラソン大会が新型コロナウイルス感染症の影響で中止とな

り、アルカディアフェスタで行っていた体育功労者表彰も個別で訪問しての対応とな

った。 
       

＊ 課 題 

町民体育祭の開催が見送られ、町民が一堂に会して運動をする機会が減ってしまい、

新たな場の創設が必要か検討する。 
部員の減少等により活動機会が減少している専門部においては、新規部員の取り込

みのために体験教室を開催していく。 
イベントや教室開催にあっては、感染症対策をしっかりと行い、開催していけるよ

う検討する。 
 
 
 
 


